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 保育園では、食育活動の一環としてクッキング保育を実施しています。子どもたちは食べ

物を見たり、触ったり、においをかいだりするのが大好きです。例えば、実際に大根を洗っ

てみると「おもーい！」「葉っぱの方は緑色だね」といろいろな発見があります。また、玉

葱の皮をむくときは、涙を流しながら両手を精いっぱい伸ばしてむいたり、人参を切るとき

には、慎重に包丁を動かす子どもの真剣な姿がみられます。普段は嫌いで手が出ないピーマ

ンなども、自分たちで調理すると不思議と食べるようになります。 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

食事の準備を待っている子どもに声をかけるだけでもよいですね。 

レタスとキャベツの違い、玉ねぎはどこまでが皮なのか、干しシイタケの戻し方などを知る

ことで、子どもたちは食物に興味を持ち、苦手な食品を食べてみるきっかけになることもあ

ります。身近な食材に触れる機会を増やしてみてください。 

保育園でのクッキング 

クッキング保育の流れ 

クッキング保育をするねらいを 

職員間で話し合う 

計画書を作成し、子どもや 

職員の作業の動きの確認、 

必要物品の準備などを行う 

当日は子どもの健康状態を確認し、

けがのないように実施する 

終了後、反省会を開き

次回に活かしていく 

子ども用の包丁・ピーラー・かまど・大鍋など 

時間配分・子どもの動き・

分量の確認 

嘔吐や下痢など体調の悪い子はいないか？ 

爪の伸びている子はいないか？ 

ピーラーや包丁を使う時は職員が一緒に行う 
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ご家庭でも！ 

（例）収穫した野菜を使用したメニューを考え、 

自分たちで作ってみる 


